
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

利上げペースが加速するとの見方から国内リート市場は調整し、割安感が出てきていま

す。業績面では、金融コスト増加を上回る賃料引き上げの動きや、還元強化への意識も高

まっており、継続的な物件入れ替えにより分配金の成長が期待されます。出遅れ解消の動

きから、国内リート市場は底堅く推移するとみています。 国内各種資産利回り
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国内リート市場は底堅く推移

先週の国内リート市場は、前週末比で下落しました。

長期金利の先高観から借入金の多いリートへの売りが優勢となったほか、国債利回りの上

昇により分配金利回りの相対的な魅力が低下したことも重しとなりました。東証REIT指

数は下落基調が続き、10月2日には1,673.90ポイントと年初来安値を更新しました。

セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて下落

しました。

国内リート見通し

マーケットの動き（2026年9月28日～10月2日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2025年8月29日～2026年10月2日）
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東証REIT指数 1,673.90 ▲3.33% ▲5.95% ▲10.69% ▲12.45%

＜ご参考＞

TOPIX（東証株価指数）
4,091.00 ▲0.91% 0.23% 13.27%
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